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＜気象概況＞ 

  ４月２４日～２６日にかけて、平年より気温が低く、甲府では２５日、２６日に合計２９

ミリの降雨が確認されました。また、甲府地方気象台の週間天気予報によると、２９日から

３０日にかけて低気圧や前線が通過する影響で、曇雨天となる見込みです。 

４月２４日以降、気温の変動が大きく、降雨もありますので、べと病や黒とう病の発生が

懸念されます。このため、気象情報に十分注意し、防除を実施して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ブドウ＞ 

○生育が遅れる場合は、生育ステージに合わせると散布間隔が空くため、前回の散布からの日

数を優先して薬剤散布を行う。 

○散布予定日に降雨が予想される場合は、散布を延期せず、降雨前に散布する。 

○黒とう病は、いったん発生すると治療することができないため、予防散布を徹底する。 

○展葉５～６枚期以降はべと病の重点防除時期となる。この時期に気温が低く、曇雨天が続く

と花穂におけるべと病の発生が多くなるので、防除が遅れないようにする。 

○黒とう病やべと病の発生に十分注意し、発病した花穂や葉は見つけ次第除去する。 

○べと病の発生初期には、オロンディスウルトラＳＣ２，０００倍（収穫前１４日前まで、２

回以内）を散布する。オロンディスウルトラＳＣは、周辺に立木類がある場合は、飛散に注

意する。耐性菌の発生を防ぐため連用は避け、年１回の使用とする。 


